
 

 今月は「眠気」に関する研究をご紹介します。メンタル不調の初期には睡眠の 

トラブルがみられることが多いです。睡眠は発症予防のためのセルフケアや職場で 

の早期発見などにおいて重要なテーマですね。今後が期待される研究です。是非 

お読みください。 

 

「眠気」の生化学的な実態に迫る 

―睡眠要求を規定するリン酸化蛋白質群の同定― 
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筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構の Zhiqiang Wang 研究員らの研究グルー 

プは、２つの「眠気モデル」マウスの脳内のリン酸化蛋白質を網羅的に比較解析す 

ることで、眠気の実体や眠りの機能に重要な役割をもつと見られる 80 種類の蛋白 

質を同定しました。 

 

「眠気」とは何か、眠りの役割は何かなど、睡眠は未だ多くの謎に包まれています。 

「眠気モデル」の一つは、断眠させて眠気が強まったマウスです。もう一つの「眠 

気モデル」は、 Sik3 遺伝子に変異を持つ Sleepy 変異マウスで、このマウスは覚 

醒中に速やかに眠気が強まります。この２種類のマウスの脳内で共通した生化学的 

変化を網羅的に解析したところ、80 種類の蛋白質でリン酸化が進行していること 

がわかりました。断眠時間が長くなるほど、眠気の程度に応じてリン酸化が進行し 

ていることから、この蛋白質群を睡眠要求指標リン酸化蛋白質 SNIPPs

（Sleep-Need-Index-Phosphoproteins）と命名しました。このような、眠気の分子 

的実体に関する網羅的研究は世界初の試みです。 

 

SNIPPs の大部分は、睡眠によって回復することが知られているシナプスの構造や 

機能に重要な働きを持つ蛋白質です。そのため、今回の研究成果を足がかりに、眠 

気とは何か、眠りの機能は何かという２つの根本的な問いの解明が進むと共に、将 

来的には多くの人の睡眠の質向上や睡眠障害の治療法開発に発展することが期待 

されます。 
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